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1原子力機構 

 

原子力機構では東京電力(株)福島第一原子力発電所事故以来，有人のヘリコプターを用いた放射線モニタリ

ングを実施している。上空からの放射線モニタリングに特化したシリーズ発表の 1 つとして，高度補正や位

置決定に利用している Global Positioning System (GPS)の精度が空間線量率換算結果に与える影響についてデ

ータ取得及び考察を行った。 
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1. 緒言 事故以来行われている有人のヘリコプターを用いた航空機モニタリングでは，機体の位置情報の取

得に GPS を利用している。また上空での放射線の計数率を地上 1 mにおける空間線量率に換算するために高

度を変化させたキャリブレーションフライト等を実施し，補正及び換算のための係数を設定している。GPS

による高度情報の精度は地上値への換算精度に影響を与えると考えられるが，定量的に評価した例は少ない。

そこで本研究では，これまでの航空機モニタリングで使用していた GPS に加え，測位方式の異なる GPS を有

人のヘリコプターに搭載し，同時に取得したデータを比較することにより，精度の相互評価を行った。 

2. 試験方法 これまでの航空機モニタリングで使用していた一般的な単独測位方式の機器(Trimble)に加え，

以下の 4 つの方式の GPS を選定した。1) アメリカの衛星情報 GPS，ロシアの衛星情報 GLONASS，及び準天

頂衛星による補強信号 LEXを利用した単独測位方式(PPP)。2) 1)と同じ機器で LEXを利用しない方式(Single)。

3) GPS及び静止衛星からの補強信号を利用する Differential GPS 方式(CD311)。4) GPS 及び GLONASS を用い

た測位方式(u-blox)。これらの GPS 機器をヘリコプターに搭載して平地や山間部などの特徴的な場所で同時

にデータを取得し，GPSの位置情報精度及び空間線量率換算結果に与える影響ついて考察を行った。 

3. 結果 PPP は LEX を利用できるため，これらの方式の

中で最も精度が高いことが分かっている[1]。よって PPP を

基準とし，各 GPS の位置情報を比較したところ，u-blox≧

CD311＞Single＞Trimble の順に位置情報の精度が高いこと

が分かった。Single，CD311，u-blox，及び Trimble の高度情

報から計算した地上 1 mでの線量率を PPPと比較した結果

を図 1 に示す。Trimble のみ標高 2,000 m 以上で最大 20 %

程度の過小評価をする可能性があり，使用には注意が必要

であることが分かった。それ以外は概ね 10 %以内に収ま

り，GPS の高度に対する精度が航空機モニタリングに与え

る影響は限定的であることが評価できた。 
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図 1：標高と線量率比との関係 
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